
















労働災害発生時の
緊急連絡体制について

●造林（製品生産）事業請負標準仕様書
第12条 請負者は、関係法令及び事業実行に関する諸法規を

遵守し、事業の円滑な進捗を図るとともに、関係法令等の適用
は 請負者の負担と責任において行わなければならないは、請負者の負担と責任において行わなければならない。

一方で、労働災害が発生した場合は、請負者と発注者が情報
を共有し、原因分析と再発防止対策を検討し、他の事業体へ類
似災害防止について適時・適切な注意喚起を行う必要。

とから 次 うな労働災害が発生 た場合 速 か

①重大災害①重大災害

このことから、次のような労働災害が発生した場合は、速やか
に監督職員又は署（所）に緊急連絡を行ってください。

①重大災害①重大災害
• 死亡災害
• 労働者災害補償保険法施行規則

別表第１の障害の等級表の等級区分中
第１級から第３級までに該当すると思われる災害第１級から第３級までに該当すると思われる災害
（次ページ参照）

• 同一災害で３名以上の被災者を出した災害
• 第三者を死傷させた事故
• その他特に異例な事故又は災害

（爆発 火災 破壊 倒壊 落盤 なだれ等による災害）（爆発、火災、破壊、倒壊、落盤、なだれ等による災害）

②４日以上の休業を要すると見込まれる災害②４日以上の休業を要すると見込まれる災害



労働者災害補償保険法施行規則
（昭和三十年九月一日労働省令第二十二号）

別表第一 障害等級表 （第十四条、第十五条、第十八条の八関係） 【抜粋】

第一級
一 両眼が失明したもの
二 そしやく及び言語の機能を廃したもの二 そしやく及び言語の機能を廃したもの
三 神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し、常に介護を要するもの
四 胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し、常に介護を要するもの
五 削除
六 両上肢をひじ関節以上で失つたもの
七 両上肢の用を全廃したもの
八 両下肢をひざ関節以上で失つたもの八 両下肢をひざ関節以 で失 たもの
九 両下肢の用を全廃したもの

第二級
一 一眼が失明し、他眼の視力が〇・〇二以下になつたもの
二 両眼の視力が〇・〇二以下になつたもの

二の二 神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し、随時介護を要するも
の

二の三 胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し、随時介護を要するもの
三 両上肢を手関節以上で失つたもの
四 両下肢を足関節以上で失つたもの

第三級
一 一眼が失明し、他眼の視力が〇・〇六以下になつたもの
二 そしやく又は言語の機能を廃したもの

三 神経系統の機能又は精神に著しい障害を残し、終身労務に服することが
できないもの

四 胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し 終身労務に服することができな四 胸腹部臓器の機能に著しい障害を残し、終身労務に服することができな
いもの

五 両手の手指の全部を失つたもの


